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（文責本人）市 政 を 問 う

築
す
る
よ
う
で
あ
る
。
市

に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、若
者
の
定
住
、

定
着
へ
と
夢
が
広
が
る
。

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
遠

野
」
を
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、

産
婦
人
科
医
が
い
な
い
の

は
致
命
的
な
こ
と
で
あ

り
、
市
内
で
の
出
産
は
で

き
な
い
状
態
で
あ
る
。
産

婦
人
科
、
小
児
科
の
招
へ

い
に
対
す
る
考
え
は
。

答
（
市
長
）

　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
チ
ャ
イ
ル

ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
る

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
産
婦

人
科
医
３
人
、
小
児
科
医

３
人
の
計
６
人
が
必
要
に

な
る
。
予
算
は
約
２
億
５

千
万
必
要
に
な
る
。
取
り

組
み
方
法
を
考
え
な
が
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

問
　
５
月
17
日
の
日
報
紙
に

Ｓ
Ｍ
Ｃ
遠
野
に
新
工
場
、

部
品
供
給
21
社
入
居
へ
と

あ
り
、
２
０
２
５
年
に
は

本
格
稼
働
す
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。
地
元
を
含
め

４
３
０
人
程
度
の
雇
用
の

見
込
み
、
遠
野
エ
リ
ア
に

一
大
部
品
供
給
用
地
を
構

問
　
地
区
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
を
始
め
、
今
年
度
は

行
政
区
合
併
、
消
防
団
再

編
も
行
わ
れ
、
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、

自
治
会
活
動
も
大
き
く
変

わ
っ
た
。交
付
金
の
も
と
、

地
域
住
民
の
創
意
と
工
夫

で
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
高
齢
化
の
中
で
心
配
さ

れ
る
生
活
交
通
を
い
か
に

充
実
さ
せ
、
交
通
弱
者
の

行
動
範
囲
を
小
さ
く
し
な

い
か
が
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
地
域
づ
く
り
で
中

心
と
な
っ
て
い
く
人
材
の

育
成
も
必
要
と
考
え
る
。

　
自
然
豊
か
な
遠
野
を
守

り
育
て
永
遠
の
日
本
の
ふ

る
さ
と
を
次
世
代
へ
と
つ

な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。こ
の
ま
ま
で
は
、

田
畑
も
荒
れ
環
境
も
悪
く

な
り
人
口
も
減
る
一
方
で

あ
る
。
市
長
の
考
え
る
永

遠
の
日
本
の
ふ
る
さ
と
遠

野
と
は
何
か
。

答
（
市
長
）

　

私
は
、
役
所
に
入
り
そ

の
後
東
京
に
行
っ
て
き
た

の
で
遠
野
は
永
遠
の
日
本

の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
た
。

　

遠
野
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
皆
さ
ん
と
ド
ン
ド
ン

話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な

解
決
方
法
が
あ
る
の
か
が

次
の
時
代
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

市
長
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
ね

新田 勝見 議員

市
長
の
考
え
る

　

永
遠
の
日
本
の

　
　

ふ
る
さ
と
遠
野
と
は

一問一答方式

ふ
る
さ
と
商
社
の
改
革
に

つ
い
て

　

遠
野
市
観
光
の
面
的
活

性
化
を
目
的
に
、
観
光
遺

産
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
の
支

援
を
受
け
て
、
地
域
活
性

化
支
援
機
構
（
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｃ
（
レ
ビ
ッ
ク
））
が
地

域
金
融
機
関
等
と
連
携

し
、
同
商
社
の
経
営
改
革

と
併
せ
て
観
光
推
進
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
遠

野
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
歴
史

文
化
を
織
り
交
ぜ
地
域
を

元
気
に
す
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
営
分
析
と
新

し
い
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
る
現
状
を
、
杉
村
シ
ニ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
聞

い
た
。
委
員
か
ら
は
、
新

し
い
経
営
改
革
を
進
め
て

ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り
、

遠
野
市
議
会
と
し
て
、
今

後
も
商
社
経
営
に
注
視
し

て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
講
習

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
等
検

討
特
別
委
員
会
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
実
際

体
験
を
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
活
用
で
き
れ
ば

非
常
に
簡
単
に
会
議
が
で

き
便
利
だ
と
感
じ
た
。

「
重
文
千
葉
家
」の
工
事
の

状
況
に
つ
い
て

　

文
化
課
と
市
民
協
働
課

か
ら
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
現
地
に
移
動
。
千
葉
家

は
３
階
建
て
の
土
蔵
と
馬

屋
の
間
に
あ
っ
た
便
所
も

文
化
財
に
指
定
、
本
年
度

は
主
屋
の
か
や
ぶ
き
屋
根

工
事
を
実
施
し
、
す
べ
て

の
工
事
が
完
成
す
る
の
は

令
和
９
年
度
で
、
令
和
10

年
度
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

「
達
曽
部
中
斉
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」の
現
状
に
つ
い
て

　

建
設
か
ら
29
年
が
経
過

し
雨
漏
り
２
カ
所
を
確
認

し
た
。
管
理
は
地
元
自
治

会
が
行
っ
て
い
る
。
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
は
雨
漏
り

の
た
め
電
気
、
水
道
は
使

え
な
い
。
し
か
し
、
施
設

本
体
は
ま
だ
利
用
で
き
る

状
態
で
あ
る
た
め
、
雨
漏

り
の
原
因
を
特
定
し
修
繕

を
進
め
、
利
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

会
長　

照
井　

文
雄

学んで
行動する
議会へ

調
査
日

　
令
和
４
年
５
月
24
日

参
加
議
員

18
名

市
政
調
査
会

産婦人科が絶対必要と思うが
市長 	諦めずにチャレンジする

３ 概要

(1) ウィメンズ・チャイルドクリニック（仮称）
・公設の産婦人科（分娩を取り扱わない）、小児科の無床診療所とする。
・遠野市の女性と子どものかかりつけ医として、市民の健康を守る。
・必要に応じて急性期や高度医療への橋渡し的な診療機能を行う。

(2) 産前産後ケアセンター
・出産前後の母親の身体的・心理的ケア、保健・栄養指導、授乳・乳房ケア、育児手技の指導などを行う。
・母親のセルフケア能力を育み、自信を持って子育てができるよう支援。
・産後うつに対応するため、メンタル的な対応も強化。

(3)  一体的に整備するメリット
・クリニックでは診療前後への継続的なケアができる。
・産前産後ケアでは医療とのアクセスができる。
・スタッフ、建物、機器の共有による負担軽減、健診・予防接種の受託が可能。
・質の高い医療・サポートが提供できると共に、医師の負担軽減にも繋がることから医師確保に大きな
アドバンテージになる。
・利用者はワンストップで健康について必要な医療・ケア・相談・支援が完結する。

構想①

構想②

４ 検討委員会の役割

５ 今後の予定

「構想①」と「構想②」それぞれに、有識者や関係機関・団体の代表で組織する検討委員会を設置し、推
進方針の検討を行うとともに、その内容等に関し意見を述べていただきます。

〇 検討委員会のほか、広く市民からの声を聴くために、適宜、市民懇談会を開催することとしています。
〇 本検討委員会での推進方針を踏まえて、市議会への説明、事業の推進に係る詳細な費用積算や県等の関
係機関との協議を進めていくこととなります。

令和 3 年度政務活動費執行状況（令和3年4 月～令和 4 年 3月）
政務活動費を公表します 　議員の調査研究活動のために交付される「政務活動

費」を下記のとおり公表します。交付額は 1 人につき
60,000 円（月額 5,000 円）で、執行率は 70％でした。

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握して、市政に反映させる活動に充てられますが、
交付額を超過して支出した場合は自己負担となります。なお、残額 320,803 円については、遠野市に返還しました。

議　員　氏　名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 会議費 資料作成費 資料購入費 支出合計 政務活動費分
執行額 執行率

1 小 松 正 真 60,000 6,288 3,240 37,365 46,893 46,893 78%
2 佐々木恵美子 60,000 1,260 19,800 21,060 21,060 35%
3 菊 池 浩 士 60,000 5,000 29,618 20,400 55,018 55,018 92%
4 佐 々 木 敦 緒 60,000 66,000 5,280 33,456 104,736 60,000 100%
5 佐 々 木 僚 平 60,000 32,253 33,000 65,253 60,000 100%
6 小 林 立 栄 60,000 7,490 10,002 22,770 40,262 40,262 67%
7 菊 池 美 也 60,000 1,616 25,930 972 12,276 40,794 40,794 68%
8 萩 野 幸 弘 60,000 58,700 1,790 60,490 60,000 100%
9 瀧 本 孝 一 60,000 3,000 21,500 67,348 91,848 60,000 100%
10 多田　　　勉 60,000 37,416 37,416 37,416 62%
11 菊 池 由 紀 夫 60,000 2,852 40,887 43,739 43,739 73%
12 菊 池 巳 喜 男 60,000 5,863 21,500 38,211 65,574 60,000 100%
13 照 井 文 雄 60,000 2,203 5,000 47,685 17,331 72,219 60,000 100%
14 荒 川 栄 悦 60,000 0 0 0%
15 安 部 重 幸 60,000 0 0 0%
16 新 田 勝 見 60,000 0 0 0%
17 佐々木大三郎 60,000 2,152 51,863 54,015 54,015 90%
18 浅 沼 幸 雄 60,000 62,767 62,767 60,000 100%

合　　計 1,080,000 17,230 107,272 66,000 3,240 262,680 405,662 862,084 759,197 70%


